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(報草) 

締めをする西堀幹事　｢時醸酒です! ｣下越酒造の佐藤さん

田辺酒造の須田さん

｢国内産と海外産のSAKEくらべ｣に出品された日本観直ぐに無くなったのは???

平
成
十
三
年
七
月
八
日
　
(
日
)

午
後
一
時
'
我
孫
子
市
の
鈴
木
屋

本
店
に
お
い
て
約
四
十
名
が
参

加
し
て
'
本
年
度
･
第
二
回
例
会

が
開
催
さ
れ
た
｡

司
会
の
金
子
副
会
長
か
ら
開

会
が
告
げ
ら
れ
本
日
の
テ
ー
マ

で
あ
る
｢
国
内
産
と
海
外
産
の
s

A
K
E
く
ら
べ
｣
の
主
旨
が
説
明

さ
れ
た
｡
次
い
で
吉
倉
会
長
の
代

理
で
春
田
副
会
長
か
ら
ご
来
場

さ
れ
ま
し
た
会
員
･
蔵
元
様
へ
の

御
礼
と
日
本
酒
の
ユ
ニ
ク
ロ
現

象
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
｡

春
日
や
中
村
社
長
は
｢
新
し
い

事
を
や
る
の
が
か
す
が
会
で
あ

り
､
本
日
は
酒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
取
り
上
げ
て
い
る
｡
新
し
い
と

言
え
ば
我
孫
子
の
白
樺
館
(
詳
細

別
記
)
を
紹
介
し
た
い
｡
我
孫
子

に
来
ら
れ
た
時
に
は
ぜ
ひ
見
に

行
っ
て
欲
し
い
｣
と
挨
拶
さ
れ
た
｡

内
山
か
す
が
会
顧
問
か
ら
本

日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
｢
日
本
酒
の

国
際
化
J
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ

た
｡
原
料
米
供
給
の
問
題
点
'
世

界
に
お
け
る
日
本
酒
の
生
産
状

況
'
海
外
で
日
本
酒
の
消
費
が
伸

び
て
い
る
理
由
な
ど
非
常
に
興

味
あ
る
話
が
あ
っ
た
｡
最
後
に
内

山
顧
問
は
'
｢
今
日
は
国
内
産
と

海
外
産
の
酒
を
飲
み
比
べ
な
が

ら
日
本
酒
と
は
何
か
を
改
め
て

理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
｣

と
結
ん
だ
｡

乾
杯
に
入
る
前
に
肥
沼
豊
さ

ん
･
前
か
す
が
会
幹
事
の
計
報

(
六
月
十
四
日
逝
去
･
享
年
六
十

九
歳
)
が
報
告
さ
れ
一
分
間
の
黙

祷
が
行
わ
れ
た
｡

森
口
名
誉
会
長
の
乾
杯
で
試

飲
会
と
な
っ
た
｡
本
日
ご
出
席
頂

い
た
蔵
元
様
は
､
田
辺
瓶
造
(
秩
)
､

下
越
酒
造
(
樵
)
'
稲
花
酒
造
(
樵
)
｡

試
飲
会
の
席
上
で
下
越
酒
造

(
樵
)
佐
藤
世
志
子
･
事
業
部
長

か
ら
｢
山
廃
純
米
古
酒
の
時
醸
酒

を
お
持
ち
し
ま
し
た
｡
こ
れ
は
昨

年
搾
っ
た
酒
を
自
然
常
温
で
熟

成
さ
せ
ま
し
た
｡
お
買
い
求
め
ま

し
た
ら
そ
の
日
の
新
聞
等
で
包

ん
で
押
入
れ
の
中
に
で
も
仕
舞

っ
て
お
い
て
忘
れ
た
頃
に
出
し

て
も
ら
う
と
熟
成
の
楽
し
さ
が

味
わ
え
る
お
酒
で
す
｣

田
辺
酒
造
(
樵
)
須
田
チ
ー
フ

か
ら
｢
こ
の
三
月
の
例
会
(
新
酒

を
楽
し
む
会
)
に
出
品
し
た
物
と

同
じ
純
米
酒
を
お
持
ち
し
ま
し

た
｡
蔵
で
マ
イ
ナ
ス
七
度
で
保
存

し
て
お
き
ま
し
た
｡
あ
ま
り
品
質

の
変
化
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

賞
味
し
て
見
て
下
さ
い
｣

試
飲
会
で
は
'
初
め
て
試
飲
す

る
海
外
産
の
清
酒
に
｢
素
朴
さ
が

あ
る
純
米
酒
だ
｣
　
｢
値
段
の
割
に

は
中
々
良
い
｣
　
｢
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

面
白
い
｣
　
｢
包
装
や
ボ
ト
ル
が
お

酒
落
し
　
｢
味
が
硬
い
'
欄
酒
に
す

る
と
良
い
か
も
｣
　
r
素
性
が
良
く

分
か
ら
な
い
｣
様
々
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
'
国
内
産
に
比
べ
て

減
り
方
が
イ
マ
イ
チ
で
し
た
｡

｢
旨
い
酒
か
ら
直
ぐ
に
減
る
｣
と

の
当
会
の
格
言
は
本
当
の
様
で

し
た
｡
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ド(熊造研究所採用)の評価項目

【香り)

良い　　　　　　　潜通

〔特性)　　　　　　　　(滞摘〕

醇l==コ　　　　　く　　ど　　い　⊂コ

政　⊂=コ

う　　く　⊂コ■■■　　き　　れ　　いE=

-　　な　め　ら　か⊂コ

一一　　後　味　良⊂=コ

-　　し　　ま　　り　⊂コ

その他(

瀞通　　　　　　憩い

【香味の詞打〕

長い

〔i鯨合評価〕

刊Sらしい　長好　　無敗　やや難点　撫点

噸き酒用語の解説

【香り】の特性項目

調和　　　　上立ち香と含み香との調和が良い

上立ち香　　はな､ロに含む前に清から立ち昇る香り

含み香　　　口中香､引込み香､口に含んで感じる香り

ソフト　　　　おだやか､やわらか

華やか　　　香りが豊かで､きわ立つ

優雅　　　　上品さ､落ち着きがある香り

個性的　　　香りに使用酵母の特徴が出ていて評価が良い

【香り】の指績項目

不調和　　　上立ち寄と含み香との調和が悪い

教具.　　酢酸､敢酸臭二拝発性有秩酸の臭い･
ジアセチル臭　アセト乳酸から生ずる臭い､乳製品の坪数香

木香様臭　　木材の移り香､樽香､青香､アセトアルデヒド臭

酢エチ臭　　酢酸エチル､セメダイン様､刺激を伴うエステル臭

ろ過鼻　　　紙臭､ろ過くせ､袋臭

生老香　　　生酒の劣化した臭い

【味】の特性項目
ふくらみ　　味にふくらみ感を備えている

濃昏　　　　｢ふくらみ｣より味が漫く感じるが上品である

軽快　　　　　軽やかで心地よい味

きれい　　　雑味がなく､整っている味

なめらか　　まるい､角がない､調和かよい味

後味良　　　あとくち､しり､残味が良い

しまり　　　味のまとまりとキレが長い､ ｢味だれ｣の反対

【味】の指摘項目

うすい　　　味がうすく物足りない

くどい　　　｢盛事｣の過ぎた状啓､味がくどく上品さに欠ける

雑味　　　　｢軽快｣ ｢きれい｣ ｢なめらか｣ ｢後味良｣の反対､

味か多すぎて上品さに欠ける

酸うく　　　　酸味が離れる

渋味　　　　　渋味か残る

苦味　　　　苦味か残る

味だれ　　　味かだれてしまりが不足

育
三
回
例
会
企
旦

日
本
酒
講
座

き
き
酒
の
方
法

き
き
酒
と
は
'
酒
の
特
性
を
人
間
の
視
覚

(
負
)
'
喚
覚
(
香
)
'
味
覚
(
咲
)
の
面
か

ら
官
能
的
に
評
価
し
表
現
す
る
こ
と
o
酒
の

良
し
悪
L
t
個
々
に
あ
る
固
有
の
特
性
を
第

三
者
に
伝
え
る
為
に
そ
の
酒
の
香
り
や
味
わ

い
を
言
語
や
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
｡

あ
る
｡

酒
の
色
は
'
原
料
米
の
精
米
度
'
脱
色
(
宿

性
炭
の
使
用
量
)
､
貯
蔵
期
間
な
ど
に
よ
り

変
化
す
る
｡
清
澄
度
は
濁
酒
､
無
液
過
酒
な

ど
生
成
法
に
よ
り
変
わ
る
｡

[
色
の
表
現
]

日
で
見
た
感
覚
を
表
現
す
る
｡
無
色
'
山

吹
色
'
淡
黄
色
'
境
坤
色
'
粘
性
が
高
い
､

ぼ
け
'
輝
き
等

酒
の
味
は
'
最
初
は
舌
先
で
温
度
と
甘
味

を
感
じ
る
(
第
1
ア
タ
ッ
ク
)
｡
次
に
舌
全

面
で
ア
ル
コ
ー
ル
味
､
酸
味
'
旨
味
､
苦
渋

味
を
感
じ
る
｡
同
時
に
味
の
濃
淡
'
調
和
'

熟
度
を
感
じ
る
(
展
開
)
｡
酒
を
吐
い
た
後

に
喉
､
鼻
腔
に
送
り
戻
さ
れ
る
香
味
'
の
ど

越
し
と
も
言
わ
れ
後
味
を
感
じ
る
(
余
韻
)
0

[
味
の
表
現
]

口
腔
'
舌
'
歯
な
ど
に
よ
る
感
覚
で
'
甘

味
'
辛
味
､
酸
味
'
苦
味
の
ほ
か
に
濃
淡
'

調
和
､
丸
み
'
軽
快
さ
'
後
味
な
ど
を
表
現

す
る
｡

こ
と
か
ら
､
そ
の
時
の
体
調
､
心
理
的
感
情
'

環
境
な
ど
に
よ
り
変
化
し
や
す
い
｡

三
㌧
　
品
温
に
よ
り
変
わ
る
.

酒
は
晶
温
に
よ
り
香
味
が
変
化
す
る
｡
き

き
酒
す
る
時
に
は
品
温
を
1
定
に
す
る
｡

き
き
酒
時
の
条
件
と
日
常
飲
酒
す
る
条
件

が
異
な
れ
ば
評
価
は
変
わ
る
.

究
所
で
品
質
を
評
価
す
る
時
に
採

用
し
て
い
る
講
評
カ
ー
ド
の
項
目
は
別
表
の

通
り
｡
実
際
の
カ
ー
ド
に
は
､

審
査
員
番
号
が
記
入
さ
れ
る
｡

審
査
番
号
と

酒
の
色
調
と
清
澄
度
を
見
る
｡

酒
の
香
り
に
は
'
原
料
や
原
料
処
理
に
由

来
す
る
香
り
'
頼
造
工
程
に
由
来
す
る
香
り
'

熟
成
に
由
来
す
る
香
り
が
あ
る
｡
吟
香
､
漉

過
臭
'
老
ね
香
な
ど
で
あ
る
｡

酒
の
香
り
を
喚
ぎ
分
け
る
に
は
三
つ
の
方

法
が
有
る
.
1
つ
は
.
酒
を
吸
い
だ
時
に
最

初
に
感
じ
る
軽
い
香
り
(
上
立
ち
香
､
ト
ッ

プ
香
)
､
二
つ
は
､
空
気
中
の
酸
素
と
反
応

し
て
湧
き
上
っ
て
く
る
重
い
香
り
(
基
調
香
､

ベ
ー
ス
香
)
'
三
つ
目
は
酒
を
口
に
含
み
品

温
が
上
昇
す
る
こ
と
で
更
に
湧
き
上
が
る
香

り
(
口
中
香
)
や
吐
き
出
し
た
後
に
感
じ
る

香
り
　
(
残
り
香
)
　
で
あ
る
｡

[
香
り
の
表
現
]

鼻
､
鼻
腔
に
よ
る
感
覚
を
表
現
す
る
｡
良

い
香
り
は
芳
香
'
優
雅
な
ど
｡
悪
い
香
り
は

物
質
表
現
(
酸
臭
､
酢
エ
チ
臭
な
ど
)
と
原

因
指
摘
表
現
(
渡
過
臭
､
老
ね
香
な
ど
)
が

②
猪
口
に
鼻
を
近
づ
け
､
立
ち
上
る
軽
い

香
(
ト
ッ
プ
香
)
　
か
ら
芳
香
の
種
類
'

そ
の
度
合
い
を
喚
ぎ
分
け
る
｡
次
に
猪

口
を
軽
く
左
右
に
動
か
し
少
し
強
く
吸

い
込
ん
で
重
い
香
(
ベ
ー
ス
香
)
　
を
試

す
｡

③
口
に
少
量
含
み
素
早
く
舌
全
体
に
酒
を

ま
わ
す
｡
甘
辛
､
酸
味
'
コ
ク
味
な
ど

を
試
し
潜
を
吐
き
出
す
｡

④
息
を
口
中
か
ら
鼻
の
方
に
抜
い
て
ロ
ヰ

香
を
試
し
､
後
味
を
感
知
す
る
｡

⑤
評
価
表
に
記
入
す
る
｡

強

酸

汝

苦

味

　

そ

一
､
先
入
観
を
も
た
な
い
こ
と
｡

収
納
容
器
の
外
観
美
的
要
素
(
大
小
､
形

状
'
色
'
ラ
ベ
ル
､
キ
ャ
ッ
プ
等
)
や
材
質

(
ガ
ラ
ス
'
陶
器
､
缶
'
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
､

紙
パ
ッ
ク
等
)
､
猪
口
の
形
状
､
重
さ
､
色

合
い
'
材
質
'
更
に
は
開
栓
音
'
酒
の
色
な

ど
に
よ
り
先
入
概
念
が
構
成
さ
れ
や
す
い
の

で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

二
㌧
環
境
に
よ
り
変
わ
る
｡

き
き
酒
は
､
人
間
の
官
能
で
評
価
を
す
る
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国
語
辞
典
に
よ
る
と
　
｢
貯
蔵
二
は
単
に

貯
え
て
お
く
事
で
あ
り
､
｢
保
存
｣
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
取
っ
て
お
く
事
と
解
説
し

て
い
る
｡
食
品
　
(
日
本
酒
も
含
む
)
　
を
変

質
し
な
い
よ
う
に
保
存
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
み
た
い
｡
食

品
の
変
質
(
変
敗
)
　
の
主
な
原
因
は
'
微

生
物
の
増
殖
に
よ
る
腐
敗
と
食
品
中
に
含

ま
れ
る
成
分
が
空
気
　
(
酸
素
)
　
に
よ
る
酸

化
､
光
分
解
'
熱
分
解
や
異
物
質
と
の
合

成
･
触
媒
な
ど
に
よ
り
風
味
が
悪
く
な
り
'

不
快
臭
'
刺
激
臭
'
変
色
な
ど
化
学
反
応

す
る
こ
と
で
あ
る
｡

A

こ
こ
で
腐
敗
は
､
悪
玉
微
生
物
(
常
在

微
生
物
'
病
原
微
生
物
)
　
の
酵
素
作
用
に

よ
り
食
品
中
に
含
硫
化
物
'
ア
ン
モ
ニ
ア

等
が
生
成
す
る
こ
と
で
可
食
性
を
失
う
現

象
で
あ
り
善
玉
微
生
物
　
(
有
用
微
生
物
)

に
よ
る
発
酵
と
区
別
さ
れ
る
｡
但
し
実
際

に
は
悪
玉
と
善
玉
は
共
生
し
て
い
る
の
で

菌
の
生
育
条
件
に
よ
っ
て
腐
敗
と
発
酵
は

耗
一
重
で
あ
る
｡
納
豆
'
く
さ
や
､
ブ
ル

ー
チ
ー
ズ
な
ど
は
'
食
習
慣
に
よ
っ
て
腐

敗
食
品
か
発
酵
食
品
か
解
釈
が
分
か
れ
る
｡

長
期
熟
成
酒
(
古
酒
)
　
は
'
清
酒
に
含

ま
れ
る
成
分
が
化
合
･
分
解
し
た
り
す
る

化
学
反
応
や
酸
素
と
触
れ
て
酸
化
し
て
色
､

味
､
香
り
が
変
質
し
た
も
の
で
あ
る
｡
濃

熟
型
首
藤
は
､
精
米
歩
合
が
七
〇
%
程
度

(
含
有
成
分
が
多
い
)
　
で
穣
し
た
純
米
酒

や
本
韓
造
酒
を
常
温
で
長
期
熟
成
さ
せ
大

き
く
変
質
さ
せ
た
も
の
｡
淡
熟
型
古
酒
結
､

吟
簸
酒
(
精
米
歩
合
六
〇
%
以
下
)
を
一

五
℃
以
下
で
貯
蔵
熟
成
さ
せ
た
も
の
で
大

き
な
変
身
は
無
い
が
晶
の
良
さ
を
保
ち
な

が
ら
幅
の
あ
る
深
い
味
わ
い
を
特
徴
と
し

て
い
る
｡

食
品
の
変
質
を
防
ぐ
に
は
'
可
食
性
を

損
な
う
事
な
く
微
生
物
の
殺
菌
･
滅
菌
を

す
る
方
法
(
①
か
ら
③
)
と
微
生
物
を
抑

制
す
る
方
法
(
◎
か
ら
⑨
)
が
あ
る
｡

①
冷
殺
菌
-
･
紫
外
線
や
放
射
線
を
照
射
す

る
こ
と
で
殺
菌
す
る
方
法
｡
紫
外
線
は
､

空
気
･
水
の
殺
菌
に
効
果
が
あ
る
｡

②
熱
殺
菌
‥
加
熱
処
理
で
存
在
す
る
微
生

物
を
殺
菌
す
る
方
法
o
清
酒
の
殺
菌
(
火

入
れ
)
　
は
､
六
〇
℃
I
 
T
〇
分
程
度
で
十

分
で
あ
る
｡

③
化
学
物
質
添
加
‥
過
酸
化
水
素
'
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
添
加
す
る
こ
と
で

殺
菌
す
る
方
法
｡

④
低
温
保
持
-
低
温
に
保
つ
事
で
微
生
物

の
増
殖
を
抑
制
･
防
止
す
る
方
泣
｡
冷
蔵

法
は
食
品
の
冷
結
点
　
(
零
下
一
五
℃
)
　
以

上
で
保
存
す
る
方
汝
で
低
温
菌
'
好
冷
菌

は
徐
々
に
増
殖
す
る
｡
冷
凍
絵
は
食
品
が

冷
膚
さ
れ
る
の
で
微
生
物
の
増
殖
は
完
全

に
阻
止
さ
れ
る
｡
(
秩
)
ア
ピ
ー
の
｢
C
A

s
L
　
は
'
従
来
の
急
速
冷
凍
で
生
じ
る
食

材
の
細
胞
膜
破
壊
や
離
水
･
乾
魚
等
を
起

さ
な
い
よ
う
に
冷
結
す
る
･
)
ス
テ
ム
で
解

凍
後
に
素
材
の
鮮
度
､
味
､
風
味
な
ど
が

冷
結
前
の
状
態
に
戻
る
新
し
い
冷
結
技
術

で
あ
る
｡

⑤
水
分
低
下
-
乾
燥
食
品
.
(
干
し
物
)
　
と

す
る
こ
と
で
微
生
物
の
増
殖
を
抑
制
す
る

方
法
｡

⑥
浸
透
圧
作
用
･
食
品
に
食
塩
(
塩
農
法
)
～

砂
糖
(
糖
蔵
法
)
な
ど
を
添
加
し
て
保
存

性
を
高
め
る
方
法
｡

⑦
そ
の
他
(
複
合
)
‥
億
製
品
(
く
ん
便
法
)

や
酢
(
酢
療
法
)
を
添
加
し
て
保
存
性
を

高
め
る
方
法
｡

⑧
酸
素
除
去
‥
真
空
包
装
や
ガ
ス
充
填
に

よ
り
酸
素
と
遮
断
す
る
こ
と
で
保
存
性
を

高
め
る
方
法
｡

⑨
化
学
物
質
添
加
‥
微
生
物
の
増
殖
を
阻

止
す
る
合
成
保
存
料
(
ソ
ル
ビ
ン
酸
な
ど
)
､

酸
化
防
止
剤
(
B
H
A
な
ど
)
､
防
カ
ビ
剤

(
ジ
.
フ
エ
l
完
な
ど
)
を
添
加
す
る
方
法
｡

清
酒
は
､
防
腐
剤
と
し
て
明
治
7
二
年

頃
か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
サ
リ
チ
リ
酸

が
使
わ
れ
て
い
た
が
副
作
用
(
腎
臓
障
害
)

が
あ
る
た
め
現
在
は
不
許
可
添
加
物
と
な

っ
て
い
る
｡

ワ
イ
ン
は
､
酸
化
防
止
剤
と
し
て
亜
硫

酸
塩
､
二
酸
化
硫
黄
な
ど
が
添
加
さ
れ
て

い
る
｡

(
文
責
‥
か
す
が
会
広
報
室
)



(412001年11月11日(日)

蜘迄の地-我琴 ��
柳　兼子

(1892-1984)

武者小路実篤　バーナード

(1885-1976)(1887-1
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我
孫
子
の
新
名
所

｢
白
樺
文
学
館
｣

か
す
が
会
例
会
に
参
加
の
折
に
は
､

少
し
早
め
に
来
ら
れ
文
人
が
愛
し
た
湖

畔
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
｡

l
R
我
孫
子
駅
か
ら
徒
歩
1
五
分
で

｢
手
賀
沼
公
園
｣
　
に
到
着
す
る
｡

白
樺
文
学
館
は
す
ぐ
側
に
あ
る
｡

･
嘉
納
治
五
郎
(
講
道
館
の
創
設
者
)

･
'
の
別
荘
が
我
孫
子
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'

｢
白
樺
｣
を
創
刊
し
た
若
き
｢
学
習
院

の
異
端
児
達
｣
の
柳
宗
悦
(
t
豆
)
は
､

大
正
三
年
二
九
1
四
年
)
　
我
孫
子
に

移
り
住
ん
だ
｡
同
四
年
に
は
志
賀
直
哉

チ

如

(
三
二
)
､
同
五
年
､
武
者
小
路
実

簾
(
三
二
'
バ
ー
ナ
ー
ド
･
リ
ー
チ

(
二
九
)
　
も
我
孫
子
に
や
っ
て
き
た
｡

我
孫
子
は
､
｢
白
樺
派
｣
　
の
拠
点
と
な

っ
た
｡
彼
ら
は
､
既
存
の
権
力
や
権
威

に
と
ら
わ
れ
な
い
で
'
自
分
の
目
と
体

に
直
接
響
く
も
の
だ
け
を
評
価
し
想
像

力
溢
れ
る
新
し
い
文
化
を
生
み
出
し
た
｡

｢
創
造
の
地
-
我
孫
子
｣

鈴
木
屋
本
店
か
ら
一
〇
分
程
で
す
o

日
ソ

食
品
と
健
康
に
つ
い
て
語
る
際
に
必

ず
出
る
の
が
食
品
添
加
物
｡
お
酒
に
つ

い
て
も
同
様
で
'
日
本
酒
は
　
｢
防
腐
剤

が
入
っ
て
い
る
｣
　
と
思
っ
て
い
る
人
が

ま
だ
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
｡
別
記
の

通
り
三
〇
年
以
上
前
か
ら
防
腐
剤
(
サ

リ
チ
リ
酸
)
　
は
使
わ
れ
て
い
な
い
｡

近
年
の
研
究
で
日
本
酒
は
､
健
康
や

美
容
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
多
く
の

微
量
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
｡
以
下
､
日
本
酒
造
組
合

中
央
会
の
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
｡

l
t
体
内
組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
パ
ワ

ー
が
満
ち
て
い
る
｡

麹
菌
を
使
う
日
本
酒
に
は
七
〇
〇
種

類
以
上
の
微
量
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
｡

新
陳
代
謝
を
高
め
る
成
分
は
'
毛
細
血

管
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
肩
こ
り
'
冷

え
性
'
偏
頭
痛
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
効

果
が
あ
る
｡
麹
酸
は
'
化
粧
水
の
成
分

と
し
て
使
わ
れ
メ
ラ
ミ
ン
色
素
を
抑
え

る
効
果
が
あ
る
｡

二
'
宿
粕
に
は
｢
が
ん
細
胞
｣
に
抵
抗

す
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
｡

N
K
細
胞
の
活
性
化
と
グ
ル
コ
サ
ン

の
免
疫
力
に
よ
り
ガ
ン
を
抑
制
す
る
｡

三
'
老
化
や
ボ
ケ
防
止
裁
東
が
あ
る
Q

血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
酸
素
や

養
分
が
行
き
渡
る
こ
と
で
防
止
す
る
｡

*
居
酒
屋
さ
ん
に
お
廉
い

日
本
酒
は
健
康
に
良
い
お
酒
で
す
o

お
酒
を
捷
供
す
る
居
酒
屋
さ
ん
に
一
言
｡

①
冷
酒
を
提
供
す
る
時
に
は
'
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
オ
ー
タ
ー
も
1
緒
に
出
し
て
ほ

し
い
｡
通
水
と
し
た
い
｡

②
お
燭
酒
の
提
供
方
法
を
研
究
し
て
ほ

し
い
｡
お
欄
は
'
飲
む
ス
ピ
ー
ド
と

酔
う
速
度
を
適
度
に
調
整
し
ま
す
｡

③
句
の
野
菜
･
豆
腐
･
海
藻
な
ど
肝
臓

に
良
い
吾
わ
れ
る
食
材
を
重
点
的
に

提
供
し
て
ほ
し
い
｡

次
回
の
例
会
予
定

･
日
程
-
平
成
十
四
年
三
月
十
日

･
内
容
=
未
定
(
会
場
も
未
定
)

編
集
後
記

我
孫
子
は
､
白
樺
派
の
拠
点
だ
っ
た

の
で
す
｡
同
様
に
我
孫
子
｢
春
日
や
｣

は
'
新
し
い
日
本
酒
文
化
の
創
造
の
店

で
す
｡
閉
塞
し
た
今
日
の
日
本
酒
業
界

に
新
風
を
送
り
｢
民
知
｣
　
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
｡
か
す
が
会
は
､
そ
の
コ
ミ

ニ
ケ
-
シ
ョ
ン
の
場
で
す
o
　
　
(
H
)


